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理
工
学
部
３
号
館
小
ホ
ー
ル
の
壇
上
に
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
角
田
邦
重
中
央
大
学

学
長
、
柳
井
俊
二
法
学
部
教
授
、
イ
・
ヒ
ョ

ン
ナ
ン
総
合
政
策
学
部
助
教
授
が
出
席
。

北
村
会
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
前

半
は
、
順
に
日
本
、
米
国
、
韓
国
の
女
性

事
情
を
概
説
し
た
。

日
・
米
・
韓
の
女
性
事
情

　

◆
「
花
の
」
女
子
大
生
の
暗
転　

男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
は
86
年
だ
っ
た
。

日
本
の
事
情
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
労
働
法
が
専
門
の
角
田
学
長
は
、
女

性
の
雇
用
者
数
は
全
体
の
40
・
１
％
に
も

達
し
て
い
る
が
、
賃
金
面
で
み
る
と
男
性

の
平
均
賃
金
の
65
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
の

デ
ー
タ
を
示
し
て
、「
企
業
社
会
の
建
前

と
本
音
」
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　

「
中
央
大
学
の
今
春
の
卒
業
式
で
は
女

性
の
総
代
が
目
立
ち
、
法
学
部
は
３
学
科

と
も
女
性
で
し
た
」
と
身
近
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
。「
大
学
で
は
そ
れ
ほ
ど
優
秀
で
元

気
も
い
い
の
に
、
社
会
に
出
る
と
、
女
性

は
自
分
が
急
に
小
さ
く
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
る
。逆
に
、大
学
の
ゼ
ミ
で
小
さ
く
な
っ

て
い
た
男
子
学
生
が
急
に
偉
く
な
っ
た
よ

う
に
振
る
舞
う
ん
で
す
ね
。
原
因
は
会
社

で
は
能
力
と
は
別
の
尺
度
が
ま
か
り
通
っ

て
い
る
か
ら
。
お
も
し
ろ
そ
う
な
仕
事
が

男
性
に
集
中
す
る
の
で
す
」

　

妙
に
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
話
だ
。

　

◆
米
で
も
印
象
と
の
ギ
ャ
ッ
プ　

続
い

て
柳
井
教
授
の
テ
ー
マ
は
「
ア
メ
リ
カ
の

ウ
ー
マ
ン
・
パ
ワ
ー
／
そ
の
実
像
と
虚
像
」。

柳
井
教
授
は
前
駐
米
日
本
大
使
で
あ
る
。

米
国
で
は
男
女
共
同
参
画
の
問
題
が
人
種

問
題
と
複
雑
に
か
ら
む
多
民
族
国
家
特
有

の
事
情
に
も
触
れ
な
が
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー

政
権
下
「
女
性
の
地
位
に
関
す
る
小
委
員

会
」
に
は
じ
ま
る
女
性
の
地
位
向
上
の
推

移
を
語
っ
た
。「
ケ
ネ
デ
ィ
や
ジ
ョ
ン
ソ

ン
大
統
領
の
と
き
男
女
平
等
に
関
す
る
法

律
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大

統
領
も
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
女
性

問
題
で
失
敗
し
ま
し
た
け
ど
ね
」

　

一
般
に
ア
メ
リ
カ
女
性
は
自
立
心
が
高

く
、
地
位
も
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
女
性
国
会
議
員
数
は
ス
ウ
ェ
ー

学生記者　阿部恭子（総合政策学部３年）／西原香保里（経済学部３年）

中大卒の女性学員でつくる「女性白門会」（会長＝北村敬子商学部教授）の

創立３５周年記念のシンポジウムが５月８日、後楽園キャンパスで開催された。

テーマは「今、女性たちは……日本、アジアそしてアメリカ」。

中大も全学平均で女子学生が３割を超えるまでになったなかで、

在学生にも身近な主題である。 当事者の関心をもって傍聴した。
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社会の「建前とホンネ」…
女性たちの今をみつめて
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女性たちの今をみつめて

シンポジュウム



6

デ
ン
45
％
に
対
し
、
米
国
14
・

３
％
。
こ
こ
に
も
「
印
象
と
実
像

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
」
ら
し
い
。

　

◆
米
・
日
上
回
る
韓
国
女
性

の
進
学
熱　

儒
教
的
価
値
観
が
根

強
い
韓
国
で
も
98
年
「
女
性
部
」

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
両
性
平
等
へ

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
イ
助

教
授
に
よ
る
と
、「
経
済
の
高
度

成
長
と
と
も
に
女
性
の
教
育
水
準

の
向
上
が
著
し
い
」
と
い
う
。
03

年
統
計
で
、
女
性
の
高
校
進
学

率
は
95
・
３
％
、
大
学
進
学
率
も

70
・
９
％
と
驚
異
的
な
高
さ
で
、

米
（
00
年
66
・
２
％
）
日
（
01
年

32
・
７
％
）を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
。

　

「
半
面
、
大
学
を
出
て
も
就
職

で
き
な
い
状
況
も
あ
る
。
ま
た
離

婚
率
が
米
国
に
次
い
で
世
界
２
位
、

合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・
17
と
世

界
１
低
い
な
ど
家
族
観
や
結
婚
観

の
変
化
に
伴
う
過
渡
期
の
問
題
も

抱
え
て
い
る
」と
助
教
授
は
話
し
た
。

「
印
象
と
実
像
」
の
ギ
ャ
ッ
プ

　

前
半
の
事
情
説
明
を
踏
ま
え
て
、
後
半

は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

議
論
の
中
心
は
、「
３
カ
国
と
も
女
性

に
対
す
る
雇
用
機
会
の
平
等
の
法
整
備
も

整
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、

そ
れ
な
の
に
な
ぜ
未
だ
に
女
性
が
昇
進
や

賃
金
面
で
差
別
を
受
け
て
い
る
の
か
？
」

と
い
う
問
い
で
あ
る
。

　

柳
井
教
授
は
、
米
国
で
も
制
度
の
レ
ベ

ル
と
、
社
会
で
女
性
が
真
に
平
等
を
実
感

す
る
こ
と
に
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し

な
い
。米
国
で
の
生
活
体
験
を
通
し
て「
男

性
中
心
の
部
分
が
あ
り
、
女
性
へ
の
不
平

等
感
が
強
く
残
っ
て
い
る
。
制
度
は
充
実

し
て
い
て
も
実
情
は
違
う
」
と
語
っ
た
。

女
性
に
と
っ
て
、
本
当
の
「
機
会
平
等
」

へ
の
道
は
、
な
お
長
期
戦
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
る
。

　

会
場
か
ら
は
、「
一
部
の
国
で
な
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
日
本
で
も
議
会
に
お

い
て
ク
オ
ー
タ
ー
制
を
採
用
す
れ
ば
、
雇

用
に
も
よ
い
形
で
反
映
さ
れ
る
の
で
は
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

「
ク
オ
ー
タ
ー
制
」
と
は
、
特

定
の
割
合
で
女
性
を
議
会
の
委

員
や
選
挙
の
候
補
者
と
す
る
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一

つ
だ
が
、
角
田
学
長
は
、「
い

き
な
り
議
会
で
、『
４
割
は
何

が
何
で
も
女
性
』
と
決
め
て
し

ま
う
と
選
択
の
余
地
が
狭
め
ら
れ
逆
差
別

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
ず
政
党

で
の
ク
オ
ー
タ
ー
制
か
ら
始
め
る
の
な
ら

ば
可
能
で
は
な
い
か
」
と
意
見
を
述
べ
た
。

海
外
の
例
を
見
て
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や

ド
イ
ツ
で
は
政
党
で
の
ク
オ
ー
タ
ー
制
を

導
入
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
女
性
の

政
治
参
加
が
著
し
い
と
い
う
。
一
方
、
韓

北村敬子女性白門会会長・
商学部教授

角田邦重学長 柳井俊二法学部教授 イ・ヒョンナン総合政策学部助教授
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国
で
は
企
業
に
お
け
る
ク
オ
ー
タ
ー
制
を

数
年
前
か
ら
導
入
し
て
お
り
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

他
方
で
は
、
柳
井
教
授
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
入
学
、
就
職
な
ど
で
少
数
派
民

族
や
女
性
を
優
遇
す
る
積
極
的
措
置
「
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
制

定
し
た
米
国
で
は
「
逆
差
別
」
と
の
批
判

か
ら
見
直
し
の
機
運
に
あ
る
の
も
事
実
だ
。

「
家
事
Ｏ
Ｋ
の
男
と
結
婚
な
さ
い
！
」

　

ま
た
、
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
た
い
と
い

う
女
性
が
日
本
で
も
増
え
て
い
る
現
状
か

ら
、「
結
婚
、
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、
夫
婦
間
で
育
児
・
家
事

分
担
を
す
べ
き
だ
」
と
総
合
政
策
学
部
生

（
女
性
）
の
発
言
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は

北
村
会
長
が
、「
結
婚
後
、
相
手
に
家
事

の
分
担
を
求
め
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
家

事
を
進
ん
で
し
て
く
れ
そ
う
な
相
手
を

見
つ
け
る
こ
と
よ
ね
。
あ
な
た
も
そ
う
し

な
さ
い
！
」
と
、
笑
い
な
が
ら
。
家
庭
内

の
協
調
が
普
通
の
こ
と
と
し
て
も
っ
と
ス

マ
ー
ト
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、〝
女

性
の
静
か
な
ス
ト
ラ
イ
キ
〞
と
い
わ
れ
る

低
出
生
率
も
少
し
は
上
が
る
か
も
し
れ
な

い
。

中
大
の
女
性
環
境
は
？

　

と
こ
ろ
で
、

中
央
大
学
の
女

性
事
情
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
。

「
女
性
白
門

会
」
が
ま
と
め

た
資
料
に
は
、

全
学
部
平
均

で
女
子
学
生
が

女性白門会
　1968年に誕生。当時の名
称は白門婦人会。男女雇用
機会均等法が制定されていな
かった当時、女性への社会的
な壁は厚く女子学生の就職も
選択が限られていた中で、女
性たちの声を社会に発信する
目的で創設された。
　以降、女性問題の課題に取
り組み、中央大学女子学生の
就職を支援する「ウイングの
会」（旧つばさの会）では毎
年シンポジウムを開催し、実
践的なアドバイス中心の講
演・講座が好評を得ている。

31
％
と
「
慶
応
並
み
」
に
な
っ
た
推
移
な

ど
と
と
も
に
、
教
職
員
の
男
女
比
率
と
い

う
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。
85
年
と
04

年
を
比
較
し
た
場
合
、教
員
は
２
％
↓
８
％
、

職
員
26
％
↓
35
％
、
管
理
職
０
％
↓
９
％

…
…
。
へ
ぇ
そ
う
な
の
、
と
嘆
息
す
る
か
、

多
少
と
も
前
進
と
み
る
か
。

　

角
田
学
長
は
、「
21
世
紀
は
実
学
の
時

代
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

は
中
大
で
も
女
性
の
持
つ
感
性
や

才
能
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

―
―

「
女
性
白
門
会
」
の
記
念

イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
会
場
の
顔
ぶ
れ

は
７
割
方
が
男
性
と
、
な
ぜ
か
こ

こ
も
〝
男
性
優
位
〞。
の
ち
の
懇

親
会
は
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気

で
、
35
周
年
を
祝
う
男
性
陣
か
ら

の
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
祝
辞
や
花
束
贈

呈
な
ど
が
続
い
た
。
な
か
で
、
会

長
の
北
村
教
授
が
４
月
「
中
央
大

学
副
学
長
」
に
就
任
し
た
と
、
そ

の
場
で
は
初
耳
の
報
告
に
、「
女

性
白
門
会
」
の
輪
か
ら
一
段
と
大

き
な
拍
手
が
わ
い
た
。

藤本幹子・前会長（学員会副会長＝写真左）もにこやかに


